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剣道選手のコンディショニングに関する事例研究
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Abstracl

The purpose of the preseot study was to clariry the usefulness of eEluation of
condition by Profile of Mood States(POMS) io college kendo players through the

examiDatioo of three cases. Three kcndo players were instructed to prform POMS an{, to
record thcir physical, technical, mental, and total co[ditioos before each of college keodo

competi(ions with s-point ratiDg scale numb€red from l(very bad) to 5(very god). we

assessed their cooditio[ from those records aDd actively advised the kendo players to
improve their condition. WheD the pattern and/or scores of each factor in POMS were

chaoged, some chaoges io their coDdilion werc occurred. There were significant correlations

between the scores of v:me factor in POMS al]d the evaluations of physical, technical, and

meDtal condition using 5-point rating scale, though th(x€ correlations were differenl in the

cases. llowever, tbeir competitive performances were unrelaled to n)q)d state profile. We

concluded that it was useful for kendo ployers to assess their coodition by POMS, and lhat

it was very important to uDderstand cach players' personalities, their background such as

the pasl athletic career and the present daily life, and the situalion in tbeir team for usiDg

POMS in athletic field.
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1.目 的

競技選手の目的は、良い成績を収めること、

すなわち勝つことである。そのためには、心・

技・体のバランスのとれたコンディションが必

要である。実際、競技の現場では、選手は競技

大会前にさまざまな工夫をこらした調整を行い、

コンディションを高める努力をしている。この

ように、競技スポーツにおいてコンディショニ

ングの重要性が認識され、競技現場で取 り組ま

れているにも関わらず、競技大会前の選手のコ

ンディションを継続的に記録・分析し、その結

果を競技現lJJに生かした実践研究は少ない。こ

れには、コンディションの内容が多岐にわたり、

選手個々のコンディションを的確に評価・把握

するための指標に乏しいことが関係していると

考えられる。

コンディションの指標に関する研究は、主に

オーバー トレーニングとの関連から検討されて

おり、これまでの成績によると乳酸、アンモニ

ア、CPKなどの血液生化学的指標
34526キ

免疫グロプリンや分泌型 IgA、 リンパ球幼若

化反応、NK細胞などの免疫学的指標
5910キ

テストステロン、コルチゾール、カテコールア

ミンなどの内分泌学的指標
14161620な

どが

コンディションの指標として有効であることが

報告されている。しかし、こちらの指標を競技

現場において頻繁に測定することは、経済的お

よび手法的にも問題点が残されている。従来、

競技現場で簡易に利用できるコンディションの

指標としては、自党的コンディション
:12り

、

体重、脈拍、尿検査
の
などが用いられてきたが、

近年、心理テストのP OMS17が そのような指

標として注目されており、数多くの研究により
コンディションの指標としての有用性が認めら

れてきている
1213202123:

一方、剣道には武技・武道としての長い歴史

があり、現代剣道はこの武道としての歴史と特

性を土台に成り立っている。「枕のおさえ」、
「驚燿疑惑」、「離勝の位」、「三殺法」など

は、剣道で古来からいわれているコンディショ
ニングにも関連した教えであるが、この中でコ

ンディショニングは′心・技・体の中でも,き―す

なわち精神面の充実が強調されている。現在の

日本剣道界におけるトップクラスの選手や、高

校剣道界におけるトップクラスの高校の指導者

が、実際に試合前に行つているコンディショニ

ング方法が数多く紹介されているが、いずれも

コンディショニングのポイントとして精神面の

充実を挙げている。

我々は先行研究において
25t大

学剣道選手に

試合前のコンディションを継続的に5段階で評

価させ、これらの記録よリコンディションの実

態の把握と助言を行い、この過程を通して剣道

選手のコンディションの評価とその管理につい

て検討した。その結果、 5段階指標を用いた自

党的コンディションの評価は、競技現場におけ

る選手のコンディション把握方法として有効で

あることが示された。その一方で、我々は、古

来からの剣道におけるコンディショニングの捉

え方や、現在剣道選手が行っているコンディシ

ョニングの実態、さらには競技現場での利用性

などからPOMSに 注目し、1990年より5段階

指標の自党的コンディションにPOMSを 加え、

実際の競技現場において大学剣道選手のコンデ

ィション評価とその管理を行ってきた。競技現

場において、より適切なコンディショニングを

実践するには、これまでに得られた個々の選手

のコンディションについて詳細に検討すること

が重要であり、その結果を競技現場にフィー ド

バックする必要があると考えられる。本研究は、

過去 5年間の選手のPOMSお よび自覚的コン

ディションの記録と実際の試合における成績か

ら典型的な3名の事例を採用し、これらの個別

事例を詳細に検討することにより、剣道選手に

おけるPOMSを 用いたコンディション評価の

有用性と競技現場における利用について検証す

ることを目的とした。

2.コ ンディションの記録

本研究では試合前 lヶ月間の選手のコンディ

ションについて検討した。選手はそれぞれ、原

則として大会の 4週間前、 3週間前、 2週間前、

10日 前、1週間前、3日 前に、Profile of‖ ood

States(POMS)を行い、また同時に5段階

の指標を用いて自己の自覚的コンディションを

継続的に記録した。これらの記録から選手のコ
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ンディションの実態を把握し、コンディション

改善に向けてのアドバイスを行つた。

1)Prof‖ e of Mood States(POMS)
Profile of Mood States(POMS)1つ は、

McNairら によって開発された気分を調べる′さ理

テストで、気分に関する65の質問事項からなり、

それぞれの項目について 5段階の評価を行 うよ

うになっている。最終的にはTens ion(緊 張)、

Depression(抑 鬱)、 Anger(怒 り)、 Vigor

(活気)、 Fatiguc(疲労)、 ConfusiOn(混 乱)

の6つの尺度について得点化し、さらに総得′点

(TMD:Total MOOd Disturbance)を算出す

るものである。

POMSは 、lorganら '° によリオーバートレ

ーニングの指標としての有用性が指摘されて以

来、競技スポーツ選手のコンディションの指標

として注目されている。況在、POMSは アメ

リカオリンピックテームのコンディショニング

に用いられているほか、最近では日本において

も日本陸連科学部
つ

を始めとして積極的に用い

られるようになった。

2)自党的コンディション

本研究において、選手は図 1に示すような自

党的コンディションを記録した。これらの記録

内容は、我々の先行研究における内容
2つ

に、い

くつかの項目を新たに加えて作成した。自覚的
コンディションは、身体的コンディション、技

術的コンディション、精神的コンディション、

およびこれらを総合した総合的コンディション

に分け、それぞれについて 1～ 5の 5段階で評

価させた。

身体的コンディションでは、主に身体の状態

の変化として現われると考えられる全体的な身

体の調子、全身疲労、整形外科的および内科的

疾患、食欲、睡眠、便通を検討した。

技術的コンディションでは、一般に剣道で技

術的調子を示す表現としてよく用いられている

相手の動き、打突の機会、集中力、スタミナ、
スピード、技の冴え、体のきれ、構えた時の感

じ、身体が前に出るか、思い通 りの動き、全体

的な技術的調子のH項 目について検討した。

精神的コンディションでは精神的状態の良否

を評価させた。

3.事 例

〈事例A〉

プロフィール :女子、大学 4年、剣道歴 12年、

3段。

過去の戦績 :高校時代はインターハイ出場

(ベスト8)。 大学においても選手として活躍。

関東大会および全国大会にて準優勝。

図 2は、関東女子学生剣道選手権大会におい

て3位に入賞したA選手の試合前のPOMSの
推移である。試合 4週間前のPOMSの 得′点は、

いずれの尺度の得′点も同程度であり、平坦なパ

ターンを示した。一方、自党的コンディション

においては、ほとんどの項目で指標 3以上を示

し、特にコンディションに問題′点は認められな

かった。しかし、試合 3週間前および試合 2週

間前|こはVigo■ tゞiく 、 Fatigueが 高レヽとレ`う好

ましくないパターンに変化した。

コンディションロ●

氏名 :

体●,   II(ベスト体菫より+ ―  ゅ

― この3日

"の

状●について2入 してください ―

l 体のコ子は (全体的に)  ―   よい 5   4   3

2 全■●

"は
            ない S   4   3

3 饉●II的資0(● aなど)に
―          ●まなかつた 5   `   3

い に (

4 -    (Bt含 む)に

■tなかつた 5   4   3

5 ,歓は          あった 5   4   3   2   1 なかった

●体的に ( 饉付
=,■

|ヽ  眠リメnい  日菫0が■い  思い,セみる )

' 
こ■は          崚 ●     2● ■    ,卜●

8 餃鮒B●子は (黎よ的に,    よい 6  `  3  2   1 二い
●手の

“

|メ         彙えo 6   ●   3   2   1 見えない

…

螢t  ―   姜えられる 5  4  3  2   1 口えら絨 、ヽ

体の|れは        一 ある 5   `   3   2   1 な、ヽ

“

スた時の0しに        よい 6   `   ,   2   1 思ぃ
0体が●に 一       ― 出る 5   ,   3   2   1 出ない

旱い過りの●,が      できる 6   `   o   2   1 できない

' "“
●状日は          ょい 5   4   3   2   1 思い

図 1 コンディション記録
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この時期の自党的コンディションをみると

(表 1)、 身体的および技術的に多くの項目で

指標 2がみられた。身体的にはウエイトコント
ロールによる疲労感、食欲不振、睡眠不足、右

膝関節痛が記録されていた。これらの記録から、

ウエイトコントロールの軽減、右膝関節痛に対

するテーピング、アイシングなどの実施、食事

上の注意などのアドバイスを行った。その結果、

試合10日 前にはこれらの状況は改善され、PO
MSも良好なパターンペ変化した。試合 10日 前

の自党的コンディションでは全身疲労、集中力、
スタミナ、スピー ドが指標 2であったが、その

Tctr. D.p. AnB. vig. Fat. Con. T.n. D.p. Ant. vit. F.r Co.. Tcn. D.p. Ana. Vi8. Fat. Coi.

T.n- D.p. A.t. vig. Far Cn.

1週

",前

→ 試合での自己の達成度 :80%

Ten De, Ang Vi8 F81 Con

図 2 A選 手のPOMSの 推移

他の項目は指標 3以上であり、右膝関節痛、食

欲不振、睡眠不足も改善されていた。

試合 1週間前にはPOMSは 一般的に良好と

されるVigorのみが高いice berg profileを

示した。試合成績は 3位であり、試合における

自己の達成度 (満足度)も 80%と 高値であった。

POMSの 各尺度の得′点と自覚的コンディシ

ョンとの関係を、ピアソンの相関分析を用いて

検討した。図 3は、POMSの Tens ionと 自党的
コンディションにおける技の冴えの関係を示し

ており、Tens ionと 技の冴えの間には有意な負の

相関が認め られた。すなわち、 自党的コン

ディションにおける技の冴えが良い場合には

,j突 の根会
rl l力

に合的コンディショ

の

内

れ

■

諷晏できつ|

表 l A選手の自党的コンディション

`  |  
、
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12345
技の冴え

図3 A選手におけるTens ionと 技の冴えの関係

Tensionの 得点も低いことが示された。この他に

もTensionは 、自党的コンディションにおける全

体的な技術的調子、相手の動き、集中力、スタ

ミナ、スピードといずれも有意な負の相関が認

められた (r=-0.879、 p<0.05)。 また、

POMSの Angerと 自党的コンディションに

おける食欲の間にも有意な負の相関が認められ

た (r=-0。 998、 p<0.01)。

く事例 B〉

プロフィール :女子、大学 1年、剣道歴H年、

3段

過去の戦績 :高校時代は県大会優勝、インタ

ーハイ出場 (ベスト8)

1年生ながら、関東女子学生剣道選手権大会

で優勝したB選手の試合前のPOMSの 推移を

示したのが、図 4である。B選手は、試合 4週

間前においてVigorが 低 く、その他の尺度の得

点が高いというPOMSの パターンを示した。

自覚的コンディションでは、整形外科疾患や内

科的疾患、食欲などは指標 3であったが、体の

調子、全身疲労、技術的コンディションの項目

で指標 2が記録 されていた。一般に、この ice

berg profileを 逆転されたパターンは、オーバ

ートレーニングに陥つた選手のPOMSの パタ

ーンとされている
18な

しかし、この選手の場合

は多少の疲労はあるものの、総合的にはそれほ

ど悪い状態ではなかった。我々が、これまで本

研究の対象大学剣道部で行ってきたコンディシ

ョンチェックの結果では、このパターンは 1年

生―特に入学問もない時期―に特徴的なパター

ンであることが示されている。これより、B選

■SCORC     O日 薔

Tm Dep Ⅲ  Viι 肛 鮨

T‐ RE    lttm

Ten Dep A"= VL Fat“

T SCCllE     3日

“

この達成度 : 50%

T.n D.p Anr. vB. Fd Cm

T●nぃ A●8 VⅢ LtC●●

図4 B選手のPOMSの 推移
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手に対しては特にTension、 Depress ion、 Fatigue、

Confusionの レベルを可能な限 り下げること

を基本方針にアドバイスを行 うことにした。

試合25日 前のチェックでは、POMSの パタ

ーンに大きな変化は認められないが、僅かに

Depressionが 増加しており、自党的コンディシ

ョンにおいても右踵部痛と左下腿部痛を訴え、

整形外科的疾患が指標 2に悪化していた。そこ

で、休養の確保をアドバイスすると共に、アイ

シング、テービング、およびスポーツマッサー

ジを実施した。試合 2週間前には、POMSの
パターンに僅かながら改善傾向が認められ、ま

た整形外科的疾患も指標 4と 回復傾向にあった。

しかし、試合 2週間前においても全身疲労は未

だ回復せず、指標 1が記録されていた。試合10

日前になっても全身疲労は改善されず、さらに

試合10日 前には右踵部の痛みの再発と左母子球

部の痛みが発生した。 POMSに おいても

Depressionが 増加傾向にあった。そこで、稽古

量の大幅な減少、休養・睡眠の確保をアドバイ

スした。試合 3日 前にはVigorは 低いものの

Tension、 Depression、 Fa tigue、 Confusionの レ

ベルは減少した。自党的コンディションにおい

ても右踵部痛および左母子球部痛は改善され、

疲労感は指標 3ま で回復した。試合では見事優

勝を果たし、試合における自己の達成度も150%

を極めて高値であった。

25

●
0

層 20

「
15

10

図 5

12345
技の冴え

B選手におけるDepressionと 相手の動き

の関係

B選手においてPOMSの 各尺度と自党的コ

ンディションの評価の関係を分析した結果、

Depressionと 相手の動き (図 5)および全体的
コンディションにそれぞれ有意な負の相関がみ

とめられた。 (r圭―o.898、 p<0.01)。 また、
Vigolと スタミナの間には有意な正の相関が

認められた (r=0.910、  p<0.01)。
く事例C)
プロフィール :男子、大学 4年、剣道歴 16年、

3段。

過去の戦績 :高校時代は県大会 2位、インタ

ーハイ出場、大学においては、新人戦大会に出

場。
コンディショニングに失敗したC選手のPO

MSの推移を示したのが図 6である。C選手は、

すでに試合 4週間前にPOMSの Fatigueが

高かった。自覚的コンディションでは技術的コ

ンディションはそれほど悪くなかったが、眠 り

が浅く、日覚めが悪いことが記録されていた。

そこで、睡眠状況の改善と疲労の回復を中,い と

したアドバィスを行った。その結果、試合 3週
間前および 2週間前にはFatigueの レベルは

減少した。 しか し、試合 1週間前になって

Fatigueが 再び増加した。自覚的コンディシ

ョンの整形外科的 。内科的疾患、および睡眠に

は特に変化は認められなかったが、技術的コン

ディションの項目で指標 2ま たは 1が記録され

ていた。これらのことから我々は、技術的コン

ディションを改善するために稽古量を増やした

結果、疲労が蓄積されていると判断し、主に稽

古 1人当たりの時間を短くし、短時間の稽古を

集中して行い、稽古と稽古の間に十分な休憩を

入れ、 トータルで稽古量を減らすようアドバイ
スした。しかしFatigueは 回復しなかった。さら

に、試合3日 前になって右踵部痛が発生。ただ

ちにアイシングを実施するよう指示した。技術

的コンディションのほとんどの項目は指標 3以
上に回復したが、全身疲労は以前として指標 1

であつた。試合結果は緒戦敗退であつた。

図 7は、c選手におけるPOMSの Confusion

と自覚的コンディションにおける全身疲労の関

係を示してお り、ConfusiOnと 全身疲労の間に

は有意な負の相関が認められた。この他にも

和久 河野
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1週同前
m

70

ω

51

“

∞

0日 前

Ten Dep An8 Vig Fat Con

図6 C選 手のPOMSの 推移

Confusionは 、自覚的コンディションにおける精

神状態 と有意な負の相関が認められた (r=
-0.935、 p<0.01)。 また、POMSの Tension

と全身疲労 (r=0.892、 p<0.05)お よび精神

状態 (r=0.953、 p<0.01)、 Depress ionと

相手の動き (r=0.851、 p<0.05)、 打突の

機会 (r=-0.872、 p<0.05)、 構えた時の感

12345
全身疲労

C選手におけるConfusionと 全身疲労

の関係

じ (r=0.930、 p<0.01)、 思い通 りの動き

(r=-0.851、 p<0.05)、 Angerと 相手の動き

(r=-0.813、 p<0.05)、 思い通 りの動き(r=
0.813、 p<0.05)、 精神状態 (r=―o.878、 p

<0.05)、 全体的コンディション(r=0.815、
p<0.05)にそれぞれ有意な負の相関が認めら

れた。

4.考 察

本研究における3名の対象が所属する大学剣

道部は、全日本学生大会での優勝と将来剣道の

指導者としての理論と技能の習得を目的として

おり、過去の大会においても優秀な成績を収め

ている。一方、本研究における3名の対象者は、

高校時代に高校総体や国体出場経験を有し、大

学剣道部においても選手として選抜されるほど

の競技力を有する選手である。本研究における

事例数は3例 と少数ではあるが、このように競

技力の高い選手の試合前のコンディションの実

態を個々に検討することは、今後競技現場にお

いてより適切なコンディショニングを行ってい

くためには意義があると考えられる。

図 7
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本研究においては、 3名の事例とも、POM
Sのパターンないし数値が望ましくない方向に

変化した時には、自覚的コンディションもそれ

に対応して何らかの変化が生じていた。具体的

には、瞳部や膝部、下腿部の痛みや疲労の蓄積、

食欲低下、睡眠障害を訴える選手が多かつた。

さらに、自覚的コンディションの変化とPOM
Sの各尺度の変動には有意な相関関係が 3例 と

も認められた。これらの結果は、自党的コンデ

ィションの何らかの変化が、選手の気分に反映

されていることを示している。香田らは
め
、競

技スポーツ選手におけるスポーツ傷害受傷時の

身体的および精神的コンディションについて検

討し、受傷時の身体的コンディションには際だ

った特徴はみられなかったが、POMSに よっ

て評価した心理状態はTension、 Anger、 Fatigue、

Confusionと いったネガティブな尺度が高値

を示したことを報告した。これらのことから、

POMSに よるコンディション評価のメリット

して、定量化しにくい問題をパターンと数値で

表せることが考えられる。我々の先行研究に
20

おいて示されたように、自党的コンディション

を数段階で評価させることによって、コンディ

ションの変化を提えることは可能であるが、そ

のためにはコンディションに関する個々の要因

の変化を詳細に検討しなければならない。多く

の選手のコンディションを手際よく、かつ的確

に把握することが求められる競技現場において

は、自党的コンディションは合理性の面で問題

もある。その点で、POMSは 5段階の自覚的
コンディションより幅広いスケールで定量化さ

れるだけでなく、コンディションの変化を6つ
の尺度のパターンの変化として視党的に捉えや

すいと考えられる。まず、POMSの 変化から
コンディションの変化を捉え、その詳細につい

てはPOMSに おける各尺度の得点の変化と自

党的コンディションから把握・判断することが、

競技現場においては実用的と考えられる。

また本研究において、 3事例とも試合 2週間

前～ 1週間前あたりにPOMSに 変化が認めら

れた。これには、対象大学剣道部における試合

前の練習スケジュールが関与しているかも知れ

ない。Raglinら は
21キ

大学水泳選手を対象に、

トレーニング量の増減に伴 うPOMSの 変動を

検討し、 トレーニング量の増減に伴ってPOM
SのTension以外の尺度は有意に変動し、それに

は性差は認められなかったことを報告した。本

研究における対象大学剣道部では、試合前 2～

3週間は通常の稽古において試合練習が行われ

ると共に早朝練習が開始され、 1日 の トレーニ

ング量は普段よりも大きく増加することになる。

本研究においても、このような トレーニング量

の増加がPOMSの 各尺度の変動に寄与した可

能性は十分に考えられる。競技スポーツにおけ

る試合前のコンディショニングでは、 トレーニ

ング量が不足したためというよりは、むしろ増

加し過ぎたためにかえってコンディションを崩

してしまうケースが多いことはしばしばいわれ

る
23な

水泳や陸上競技などの競技種目では、普

段の トレーニング量を定量化しやすいが、剣道

において普段行つている稽古量を定量化するこ

とは容易ではない。これらのことから、剣道に

おいては、試合前に行つている稽古量が適正か

否かを評価する上でも、POMSは 有用である

と考えられる。

一方、本研究においては、3名の事例のPO
MSのパターンと競技成績は必ずしも一致しな

かった。さらに、我々のこれまでの記録では、

本研究において示した事例以外にもこれと同様

の結果が得られている。従来の先行研究では
1

1920、 PoMsの パターンと競技成績には密

接な関係があり、望ましいPOMSの パターン

(ice berg profile)を 示す選手ほど、競技成

績が良いことは多くの研究において報告されて

いる。さらに、POMSに もとづくスポーツパ

フォーマンスの予測も可能であることも示され

ている
2)。

しかし、本研究においては、POM
Sのパターンと競技成績に、先行研究において

示されたような関係は認められなかった。最近、

本研究と同様の結果が柔道選手においても報告

され始めてきている
13:こ

のような成績の相違

の原因として、まず競技様式の差が考えられる。

POMSの パターンと競技成績が一致した先行

研究では、ポー ト選手、陸上長距離選手、 トラ

イアスコン選手を対象としていた
1192°

。こ

れらの競技では対人的要素は少ないため、自己

62



剣道選手のコンデイシヨニングに関する事例研究

の体力や体調などのコンディションが、競技成

績に反映されやすいと考えられる。一方、剣道

や柔道などは、技術的な要因が競技成績 と強く

関係している。さらに相手と1対 1で直接競い

合うため、自己の体力や体調などのコンディシ

ョンとは別に、相手のコンディションや審判な

どの他の要因によっても競技成績が変わること

があり得る。このような競技様式の差によって、

先行研究と本研究における成績に相違が生した

可能性が考えられる。したがって、競技現場に

おいては、競技特性を踏まえた上でPOMSを
利用する必要があると考えられる。

第 2に、剣道選手と他の競技種目の選手との

性格特徴の違いが考えられる。内田クレベ リン

精神検査法による大学剣道選手の性格特徴を検

討した研究によれば
22t高

い競技力を有する選

手の性格特徴として、内的安定型、分裂型にお

ける鈍麻型、地道粘 り型、粘着型などが挙げら

れているが、これらの性格特徴は他の競技スポ

ーツ選手にも共通しているという。したがつて、

先行研究と本研究における成績の相違を対象と

した競技選手間の性格特徴の差によっては説明

できない。但し、同一種目においても、性格特

徴により競技成績 とPOMSの 関係が現われや

すい選手とそうでない選手が存在する可能性は

否定できず、POMSを 剣道選手のコンディシ

ョン評価に利用する際には、選手個々のパーソ

ナ リティーを十分に把握し、選手の特徴を押さ

えた上でPOMSを 評価しなければならないと

考えられる。

第 3に、選手の背景や立場を知る必要がある。

本研究におけるB選手のような場合に、POM
Sのパターンのみからコンディションと直結さ

せると解釈を誤つてしまう危険性が考えられる。

一方、コンディションとは直接的に関係のない

要因でPOMSの パターンが変化することもあ

る。例えば、ある親しい友人が不慮の事故に遭

遇した場合にも逆ice berg profileを 示すこと

があることも報告されている
12:し

たがって、

POMSの 評価の際には、選手の過去の競技歴

や日常生活などの背景、現在の所属チームにお

ける立場などを十分に知る必要があり、そのた

めには日常生活を含めて選手の話をよく聞く必

要があると考えられる。

第 4に、本研究ではPOMSの 各え度と自覚

的コンディションには3例 とも有意な相関関係

が認められたが、相関関係が認められたPOM
Sの尺度には個人差があり、一定の傾向は認め

られなかった。したがって、POMSを 用いて

コンディションを評価する際には、個々の選手

においてコンディションの変化がPOMSに お

けるいずれの尺度に現われやすいかを検討する

必要があると考えられる。またその一方で、多

くの剣道選手を対象として、剣道選手の一般的

な傾向を見い出すことも重要であり、今後の検

討課題といえる。

これらのことから、剣道においては、ある時

点のみにPOMSを 実施しても選手のコンディ

ションを把握することは難しく、POMSと 自

覚的コンディションを継続的にチェックしてい

くことにより、表面に現われにくいコンディシ

ョンの変化を早期に捉えることが可能になると

考えられる。

5.要 約

本研究では、3名の大学剣道選手の試合前 1

か月間のコンディションをPOMSお よび自党

的コンディションから評価し、大学剣道選手の

コンディション評価におけるPOMSの 有用性

と競技現場におけるコンディションの管理につ

いて検討することを目的とした。本研究におい

て3名の事例とも、POMSの パターンないし

数値に変化が認められた時には自覚的コンディ

ションにも変化が生じていた。また、自覚的コ

ンディションの変化とPOMSの 各尺度の変動

には有意な相関関係が 3例 ともに認められたが、

それらの相関関係には個人差が認められた。 3

事例 とも試合 2週間前～ 1週間前あたりにPO
MSに何らかの変化が認められ、これには練習

スケジュールの影響が考えられた。本研究にお

いては、POMSの パターンと競技成績は必ず

しも一致しなかった。これらのことから、継続

的なPOMSの 評価は、大学剣道選手のコンデ

ィション評価において有用であるが、競技現場

での利用においては選手個々のパーソナリティ

ー、選手の過去の競技歴や日常生活などの背景、
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所属チームにおける立場などを十分に知る必要

があると考えられた。
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